
昨年度までの研究会の振り返りと

本年度の研究会の狙い

2020年5月26日

資料１







3

（参考）エネルギー供給強靱化法案について



 今後、電力システム改革の果実を確かなものにする観点や、設立される各種市場を統合的に機
能させていく観点等から、どのような点に留意しながら詳細設計・運用を図っていく必要があるのか。

 再エネの大量導入をはじめ電力事業を巡る構造的変化に対応して、ビジネス面、政策面で先行
的な動きがみられる欧州・米国の動きから、我が国は何を学び、どのようなインプリケーションを得るこ
とができるのか。

 我が国において、今後、さらなる事業環境整備の検討を進めるにあたっての、鍵となる視点、視座、
キーワードは何となるか。

➡ 本研究会において、委員各位から様々な論点・視点のインプットをいただきつつ、今後、検討のス
コープ・フォーカスを設定し、検討を深化したい。

３．本年度の研究会の狙いについて

【更なる検討の視点や視座（例）】

○脱炭素(カーボンニュートラル)社会実現
・新型コロナウイルスによる電力市場・産業への影響等も注視しつつ、世界的に脱炭素(カーボンニュートラル)社会の実現に向けた動きが進む中、
バランスのとれた３Ｅ実現の下での、再エネ主力電源化に向けた電力NWや市場の在り方、再エネの電力市場への統合。

○電力NWの次世代化、送電の広域化、配電のローカル化
・AI・IoTの活用による系統運用技術の更なる高度化。送電NWと配電NWの役割分担と協調の仕組み。「運ぶ」価値から、「つなぎ・支え・調整
する」価値へのシフト。事業者、工場等施設、EV設備、家電機器等の電力システムとの融合。

○中長期的な供給力・調整力確保、外部価値を含む電力市場の全体設計
・電力量価値（kWh）から、容量価値（kW）、調整価値(⊿kW）、環境価値、 ローカルフレキシビリティ価値、慣性力価値等へのシフト。こ
れらの新たな価値の市場での適正な評価や、連携・役割分担。長期（先渡、先物）から短期（時間前、需給調整市場）の時系列も含めた
市場の全体設計。
・ポストFITも見据えた需要家のプロシューマー化の推進や再エネ予測の高度化、アグリゲーター等の活用等による市場統合。

○新たなビジネスモデルやイノベーションの創出
・欧州等におけるビジネス戦略改革(戦略分野への選択と集中)、これらの動きからの教訓やインプリケーション。
・大手電力やベンチャーによる戦略的な投資、電力ビッグデータの活用。
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